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ク イ ッ クス ター ト  － DVS 204

設置と接続

手順 1
DVS 204 スケーラーの基本的な接続方法を本ページの

右下に記載し ま したので、 参照して く ださい。 DVS 
204 の電源と接続されている各種外部装置の電源を

切り 、 電源コード を抜き ます。

手順 2
ラ ッ ク マウ ント する 場合は、 オプショ ンのラ ッ ク
マウ ント キッ ト を使用し てラ ッ ク に取り 付けま す。
ま た、 机や他の機器の上に置いて使用する 場合は、
付属のゴム脚を貼り 付けま す。

手順 3
入力装置を  DVS 204 に接続し ま す。

リ アパネルの映像入力端子

入力 1：    コ ンポジッ ト ビ デオ信号

入力 2：   コ ンポジッ ト ビデオ / S- ビデオ / 
                コ ンポーネント ビデオ信号

入力 3：   S- ビデオ信号

入力 4：   RGB パス ス ルー / RGBS
                 / RGBcS 信号

SDI 入力

こ の BNC コ ネク タ ーには、 SDI 対応の
入力装置を接続し ま す ( 204 D モデルの
み )。

手順 4
出力装置をス ケーラ ーに接続し ま す。

リ アパネルの映像出力端子

BNC コ ネク タ ー

ミ ニ  D-Sub 15 ピ ン

各出力には、 異なるディスプレイを同時に接続でき
ます。 ただし、 両出力の同期信号フォーマットは
同じものです。

手順 5
DVS 204  および各外部装置を AC 電源に接続し(接地線

付きのコンセン ト を使用して く ださい )、 各外部
装置の電源を入れます。

手順 6
DVS 204 のフ ロ ント パネルにある ボタ ンやつま み、

LCD メ ニュ ー画面 ( 付録 A を参照 ) を使用し て、

ま たは RS-232 経由で接続し た制御装置を操作し て、

DVS 204 ス ケーラ ーを設定し ま す。 設置と 操作手順の

詳細については第 2 章、 プロ グラ ミ ングについては第 
3 章を参照し てく ださ い。

接続例
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はじめに
本取扱説明書について

本書では、 Extron DVS 204 デジ タルビデオスケーラーの設置と 設定方法、 操作方法について
説明し ます。 また、 オプシ ョ ンの IR 901 赤外線 リ モー ト コ ン ト ロールユニ ッ ト ( 製品番号
#70-152-01) の操作方法について も説明し ます。

本書内では、 「DVS 204」 と 「デジ タルビデオス ケーラー」、 「スケーラー」 と い う 用語を  Extron 
DVS 204 デジ タルビデオス ケーラーを意味する目的で使用し ています。

DVS 204 について

DVS 204 とは

DVS 204 シ リ ーズは高性能なデジ タルビデオス ケーラーで、 HDTV を含む 33 種類の異な る
レー ト を出力でき ます。 レ ン タル用や各種ステージ用のアプ リ ケーシ ョ ンはも ちろんの こ と 、
宴会場や会議室、 ホームシア ターなどに も対応する スケー リ ング ソ リ ューシ ョ ンです。

DVS 204 シ リ ーズには、 DVS 204 (SDI 非対応 ) と  DVS 204 D ( SDI 対応 )、 DVS 204 12V (12V 
外部電源タ イプ、 SDI 非対応 )、 DVS 204 D 12V (12V 外部電源タ イプ、 SDI 対応 ) の 4 つの
モデルがあ り ます。

また、 画像の動き を検出し て補正する  DMI (Dynamic Motion Interpolation ： DMITM) 技術を始め と
し、 3 ： 2 および 2 ： 2 ブルダウ ン検出機能など  DVS 204  には Extron の専用技術 ( 特許申請中 ) が
採用さ れており 、 よ り 優れたス ケー リ ングパフ ォーマン ス を実現し ます。

DVS 204 は、 コ ンポジ ッ ト ビデオ信号や S- ビデオ信号、 コ ンポーネン ト ビデオ信号を
コ ン ピ ュータービデオ (RGBHV/RGBS/RGsB) または HD 信号にスケー リ ング し ます。 2 系統の
出力 (BNC と ミ ニ  D-sub 15 ピン ) が用意さ れており 、 2 台のディ ス プレ イ に同時に出力でき ま す。

DVS 204 の操作について

DVS 204 は、 以下の方法で操作でき ます。

• フ ロ ン ト パネルのボタ ン と つまみ

• RS-232 経由でシリ アル通信が可能なコ ンピュ ータ ーやタ ッ チパネルなどの外部制御装置によ る
操作。 ス ケーラ ーを  RS-232 経由で操作する 場合は、 コ マンド が簡単なキー入力ででき る
Extron のコ マンド セッ ト  Simple Instruction SetTM  (SISTM) を使用し ま す。 Windows 対応の
コ ンピュ ータ ーをホス ト と し て使用する 場合は、 Extron 製 Windows 版 コ ント ロ ール
ソ フ ト ウ ェ アを使用する と 、 グラ フ ィ カルイ ンタ ーフ ェ イ ス でコ ンピ ュ ータ ーから
ス ケーラ ーを操作でき ま す。

• オプシ ョ ンの IR 901 リ モー ト コ ン ト ロールユニ ッ ト ( フ ロ ン ト パネルから操作でき る
ほ と んどの機能を リ モー ト で操作でき ます )。
1 - 2 DVS 204 ・ はじめに



機能とオプシ ョ ン

機能

4 つの映像入力端子 ：

• 入力 1  ―  コ ンポジ ッ ト ビデオ信号入力に対応し た BNC コネ ク ターが リ アパネルに
用意されています。

• 入力 2  ―  コ ンポジ ッ ト ビデオ と コ ンポーネン ト ビデオ、 または S- ビデオ信号入力に
対応し た 3 つの BNC コネ ク ターが リ アパネルに用意されています。

• 入力 3  ―  S- ビデオ信号入力に対応し た 4 ピン  DIN コネ ク ターが リ アパネルに用意
されています。

• 入力 4  ―  RGB パス スルー (RGBHV、 RGBS、 RGsB)、 RGBS または RGBcvS ビデオ
信号入力に対応し た ミ ニ D-sub 15 ピン コネ ク ターが リ アパネルに用意されています。

SDI ビデオ入力 ( オプシ ョ ン ) ：  SDI ビデオ信号入力に対応し た、 NC コネ ク ターが リ アパネル
に用意されています。

バッ フ ァ付き映像出力 ：  リ アパネルにあ る  6 つ の BNC コネ ク ターと ミ ニ D-sub 15 ピン
コネ ク ターは、RGB 対応の出力装置に接続でき ます。 また 2 系統の出力 (BNC コネ ク ター
または ミ ニ D-sub 15 ピン コネ ク ター ) は、 同時に使用する こ と が可能です。

3 種類のスケーラー操作方法 ：  ス ケーラーは、 フ ロ ン ト パネルから、 RS-232 経由によ る
コ ン ピ ューターまたは他の制御装置から、 あ るいはオプシ ョ ンの IR 901 リ モー ト
コ ン ト ロールユニ ッ ト から操作でき ます。

スケー リ ングし た出力 ：  DVS 204 では、 49 種類の出力レー ト を選択でき ます。

RS-232 接続 ：  DVS 204 は、 Extron 製 Windows 版コ ン ト ロールソ フ ト ウ ェ ア、 またはサード
パーテ ィ が提供する コ ン ト ロールシステムを使用し て設定でき ます。

Accu-RATE Frame LockTM ：  動画映像のスケー リ ングを フ レーム レー ト の変換を通さずに行い、
変換時に起き る画像の乱れや歪みの問題を解決する  Extron の特許技術です。 この機能は、
フ レーム レー ト をア ク テ ィ ブな入力のフ レーム レー ト にロ ッ ク し ます。 従って、 入力
ソース を切 り 替え る と きの画像処理時に発生する出力映像の乱れを軽減でき ます。

Dynamic Motion InterpolationTM  (DMITM) ：  これは、 画像の動き を予測し て補正する映像処理技
術です。 動画コ ンテンツ と 静止画コ ンテンツ を異な る アルゴ リ ズムで処理し て、 高品質
の画像を出力し ます。

NTSC 用 3 ： 2 プルダウン検出と  PAL 用 2 ： 2 フ ィ ルム検出 ：  Extron が誇る最新フ ィ ルムモード
処理技術は、 フ ィ ルムから作成された映像ソースのデ ィ テールやシャープネス を最大限に
高めます。 フ ィ ルムを NTSC の映像に変換する場合、 フ ィ ルムのフ レームレー ト を映像の
フ レームレー ト に一致させる必要があ り ます。 これは 3 ： 2 プルダウ ン処理と呼ばれます。
フ ィ ルムからの映像を従来の ノ ン イ ン ターレース方式で処理する と 、 画像がギザギザにな
るなどの問題が発生し ます。 DVS 204 のフ ィ ルムモード処理技術では、 最初にフ ィ ルムか
らの信号を自動的に認識し ます。 次に、 3 ： 2 プルダウ ン処理で変換されたビデオに最適な
映像処理アルゴ リ ズムを適用し ます。 その結果、 輪郭がシャープにな り 、 デ ィ テールが明
確な画像が得られます。PAL のフ ィ ルム ソースの映像にも同様な処理方法が適用されます。

設置方法 ：  DVS 204 のサイ ズは EIA 規格 1U ハーフサイ ズです。 オプシ ョ ンのラ ッ ク マウ ン ト
キ ッ ト を使用し て ラ ッ ク に取 り 付けた り 、 付属のゴム脚を使用し て机上や他の装置の上
に置 く こ と もでき ます。
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はじめに
オプシ ョ ン と ア クセサリ

DVS 204 には、 以下のオプシ ョ ンが用意されています。

• IR 901 リ モー ト コ ン ト ロールユニ ッ ト ：  Extron 製 IR 901 ( 製品番号 70-152-01 ) は、 MENU 
と  NEXT ボタ ンを除 く すべての操作が行え る  DVS 204 用の赤外線 リ モー ト コ ン ト ロール
ユニ ッ ト です。

• SDI 入力カー ド ：  SDI 入力カード ( 製品番号 70-168-01) を装着する と 、 DVS 204 に
シ リ アルデジ タルイ ン ターフ ェ イ ス ( SDI ) 入力を追加でき ます。

• ラ ッ ク マウン ト キ ッ ト ：  DVS 204 を ラ ッ ク に取 り 付け る ために使用する ラ ッ ク マウ ン ト
キ ッ ト です。
1 - 4 DVS 204 ・ はじめに
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設置と操作について
スケーラーの設置

卓上設置

卓上に設置する場合は、 付属のゴム脚を スケーラー底部の 4 隅に貼 り 付けて く だ さい。

ラ ッ ク取り付け

1. DVS 204 の底部にゴム脚が付いている場合は、 それら を取 り 外し ます。

2. ラ ッ ク マウ ン ト キ ッ ト ( 製品番号 60-190-01 ) の右側または左側に寄せて、 DVS 204 を
配置し ます。 DVS 204 のフ ロ ン ト パネル と マウ ン ト キ ッ ト のフ ロ ン ト 部分が一致する
よ う に、 ラ ッ ク マウ ン ト キ ッ ト の底部に開いている穴と  DVS 204 の底部にあ るネジ穴を
合わせます。

3. 付属し ている  2 本の 4-40 x 3/16 イ ンチのビ スで、 DVS 204 を ラ ッ ク マウ ン ト キ ッ ト に固定

し ます。 以下の図で示されている よ う に、 DVS 204 の底部には 4 個のネジ穴があ り ます。
その う ち対角線上にあ る ビ ス穴に、 ラ ッ ク マウ ン ト キ ッ ト の裏側から ネジを挿入し、
し っか り と 締め付けます。

DVS 204 のラック取り付け

COMPOSITE

1

DVS 204

DIGITAL VIDEO SCALER

YUV
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S-VIDEO

3
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ADJUST
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4. ラ ッ ク マウ ン ト キ ッ ト にはブラ ン クパネルが付属し ています。 こ のブラ ン クパネルは、
DVS 204 が置かれていない半分の開口部分を隠すために取 り 付けます ( 前ページ図参照 )。
こ のラ ッ ク開口部に他の装置を取 り 付け る場合は、 手順 1 から  3 に従って取 り 付けます。

5. 4 本の 10-32 x 3/4 イ ンチのネジ ( 付属品 ) を使用し て、 ラ ッ ク マウ ン ト キ ッ ト を ラ ッ ク に
取 り 付けます。 前ページ図のよ う にネジに #10 のワ ッ シ ャーを通し、 次に突起部 と ラ ッ ク
の穴に通し ます。

使用接続例

以下に、 一般的なケーブル接続によ る  DVS 204 の使用接続例を示し ます。

DVS 204 の使用接続例
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設置と操作について
リ アパネル

以下の図で示されている よ う に、 DVS 204D と  DVS 204D 12V モデルの リ アパネルには、 DVS 
204 シ リ ーズが対応するすべて信号用のコネ ク ターが装備されています。 DVS 204 と  DVS 204 
12V モデルには、 SDI 入力コネ ク ターが搭載されていません。

DVS 204 D リアパネルのコネクター

DVS 204 D 12V のリアパネルと電源コネクター

12V DC モデルのリアパネルコネクターは、 電源入力コネクターが DC 12 V 対応である点を除き、 AC モデル

のリアパネルコネクターと同じです。

AC 電源コネク ター ：  標準 IEC 規格の電源コード を このコネ ク ターに差し込みます。
対応する  AC 電源は 100 VAC から  240 VAC、 50 Hz または 60 Hz です。 フ ロ ン ト パネル
の操作 LCD と 入力選択 LED は、 電源が投入されている間は点灯し ています。

12V DC 電源コネク ター ：  この入力コネ ク ターに付属電源装置からの 12V 電源を差し
込みます (DVS 204 12V と  DVS 204D 12V モデルのみ )。 フ ロ ン ト パネルの操作 LCD と 入
力選択 LED は、 電源が投入されている間は点灯し ています。

映像入力 1 ( コ ンポジ ッ ト ビデオ信号 ) ：  コ ンポジ ッ ト ビデオ信号は、
BNC コネ ク ターから入力し ます。

映像入力 2  ( コ ンポジ ッ ト ビデオ / S- ビデオ / コ ンポーネン ト ビデオ信号 ) ：  3 つの 
BNC コネ ク ターで構成されている この入力端子は、 コ ンポジ ッ ト ビデオ と  S- ビデオ、
コ ンポーネン ト ビデオ信号に対応し ています。 以下の図に従って信号の種類に合った
ケーブルを接続し ます。
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映像入力 3 (S- ビデオ信号 ) ：  こ の 4 ピン ミ ニ DIN メ ス コネ ク ターには、
S- ビデオ信号を接続し ます。

SDI ( シ リ アルデジ タルイ ン ターフ ェ イス ) 入力コネク ター ：  この メ ス  
BNC コネ ク ターには、 SDI 信号を接続し ます。

DVS 204D と DVS 204D 12V モデルだけが SDI コネクターを装備しています。

映像入力 4 ( RGB パススルー、 RGBS、 または RGBcvS ) ：  
この ミ ニ D-sub 15 ピ ンには、 RGB パス スルー (RGBHV、 RGBS、 RGsB)、
RGBS、 または RGBcvS 映像信号を接続し ます。 パス スルー信号は、
スケー リ ング されません。

SCART 相互接続規格に準拠する装置は、 RGBcvS 入力に接続できる場合もあります。

RGB ( RGBHV、 RGBS、 RGsB )、 または HD コ ンポーネン ト ( R-Y、 Y、 B-Y ) 映像 
BNC 出力 ：  このコネ ク ターには、 RGB 信号または HD コ ンポーネン ト ビデオ信号対応
のデ ィ スプレ イ装置を接続し ます。 それぞれの信号形態または同期信号の種類によ り 、
下図のよ う な出力にな り ます。

「H」 BNC コネクターのデフォルトは、 常に水平同期です。 これに当てはまらないケースについては、 次の

「RGB パススルー」 を参照してください。

出力 と  は 2 分配出力されており、 同時に 2 台のディスプレイ装置に接続できます。 RGB 

入力における出力信号の同期フォーマットは、 その RGB 入力信号のフォーマットに従います。 他の種類の

入力では、 ユーザーが出力の同期フォーマットを選択できます。 出力の同期フォーマットは、 両出力とも

同じです。

RGB パススルー ：  次ページの図で示されている よ う に、 コ ンポジ ッ ト 同期フ ォーマ ッ ト の 
RGB パス スルー信号は ( 入力 4 には 「RGB」 が選択されます。 本章の 「入力設定」 を
参照し て く だ さい )、 常に 「H」 BNC 出力コネ ク ターから コ ンポジ ッ ト 同期信号を出
力し ます。

コンポジット同期フォーマットの RGB パススルー信号とスケーリング済み映像入力 (1-3) の両方が RGBS 出

力の場合、 H フォーマットは 「HV」 ( コンポジット同期フォーマット ) に設定する必要があります。 これは、

スケーリング済み映像入力を 「S」 BNC の代わりにパススルー信号として同じコネクター ( 「H」 BNC ) に

コンポジット同期信号を出力します。 本章の 「H フォーマット」 を参照してください。
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設置と操作について
入力 4 (RGBS または RGBcvS) にスケーリング済み信号を入力した場合、 これらの入力は入力 1 から 3 の

ように出力するため、 H フォーマットを 「HV」 に設定する必要はありません。 前記の接続図を参照して

ください。

 RGB または HD コ ンポーネン ト (R-Y, Y, B-Y) 出力用 ミ ニ D-sub 15 ピン コネク ター ： 
 このコネ ク ターには、 RGB ビデオ信号または HD コ ンポーネン ト ビデオ信号対応の
デ ィ スプレ イ装置を接続し ます。

リ モー ト (RS-232 接続と接点制御用 ) 9 ピン コネク ター ：  このコネ ク ターは、 双方向の 
RS-232 通信と 接点制御を行います。 コ ン ト ロールソ フ ト ウ ェ アのイ ン ス ト ール方法と  
SIS コマン ド の使用方法については、 第 3 章 『シ リ アル接続』 を参照し て く だ さい。

使用する プロ ト コ ルは、 「9600 ボー」、 「8  ビッ ト 」、 「1  スト ッ プビッ ト 」 、 「パ  リ ティ な し 」、  
「フ ローコ ン ト ロールな し」 です。

リ アパネルにあ る  RS-232 用 9 ピン  D-Sub メ ス コネ ク ターのピンの割 り 当ては、 以下の
とお り です。

こ の リ モー ト コネ ク ターは、 RS-232 イ ン ターフ ェ イ スで使用し ていないコネ ク ターピ ン
を利用し て、 外部接点制御も利用でき ます ( 前の表を参照し て く だ さい )。

外部接点制御装置を使用し て入力を選択するには、 入力番号に対応する ピンを接地ピン
( ピン 5 ) に一時的に接触させます。 常時 1 つの入力を選択する よ う に設定するには、
その入力に対応する ピンを接地ピンに接触させたま まにし ておき ます。
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フ ロン ト パネル

以下の図で示されている よ う に、 DVS 204 ス ケーラーシ リ ーズのすべてのモデルにはフ ロ ン ト
パネルにボタ ン と 選択用つまみ、 LCD および赤外線受光部が付いています。 ボタ ンを押すと 、
各入力ボタ ンの上にあ る  LED は緑色に点灯し、 各映像操作ボタ ンの上下にあ る  LED は橙色に
点灯し ます。

DVS 204 フロントパネル

入力選択ボタ ン

入力 1 ボタ ン ：  コ ンポジ ッ ト ビデオ信号の入力を選択し ます。

入力 2 ボタ ン ：  コ ンポジ ッ ト 、 YC またはコ ンポーネン ト ビデオ信号の入力を選択
し ます。

入力 3 ボタ ン ：   S- ビデオ信号の入力を選択し ます。

入力 4 ボタ ン ：  RGB パス スルー (RGBHV、 RGBS、 RGsB)、 RGBS(15.75 kHz)、
または RGBcvS 信号の入力を選択し ます。

 SDI 入力信号は、 どの入力 ( 入力 1 から 4 まで ) にも割り当てられます。

画質調整ボタ ン

これらのボタ ンを押し て、 各ボタ ンに割 り 当て られた各画質調整機能を切 り 替えます。
各ボタ ンの上または下にあ る  LED が点灯し ます。

これらのボタンは、 RGB パススルー信号の入力 ( 入力 4 ) に対しては機能しません。

 COL / TNT ボタ ン ：  ADJUST または つまみを使用し て、 表示される画像の
カ ラー と テ ィ ン ト ( 色相 ) を調整し ます。 カ ラー と テ ィ ン ト ( 色相 ) の調整値は、 0  から  
255 です。 詳細は、 本章の 「画質の調整」 を参照し て く だ さい。

入力がコンポーネントビデオ信号の場合、 ティント ( 色相 ) は調整できません。

BRT / CONT ボタ ン ：  ADJUST または つまみを使用し て、 表示される画像の
ブラ イ ト ネスと コ ント ラ スト を調整し ます。 ブラ イ ト ネス と ティ ント ( 色相 ) の調整値は、
0 から  255 です。 詳細は、 本章の 「画質の調整」 を参照し て く だ さい。
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設置と操作について
CENTER ボタ ン ：  ADJUST または つまみを使用し て、 表示される画像の表示
位置を調整し ます。 縦横の表示位置の調整値は、 0 から  255 です。 詳細は、 本章の
「画質の調整」 を参照し て く だ さい。

SIZE ボタ ン ：  ADJUST または つまみを使用し て、 表示される画像の横幅と 縦幅
を調整し ます。 詳細は、 本章の 「画質の調整」 を参照し て く だ さい。

MENU ボタ ン

MENU ボタ ン ：  DVS 204 の各種調整 と 設定の メ イ ン メ ニューを選択し ます。 詳細は、
本章の 「 メ ニ ュー、 設定、 および調整」 を参照し て く だ さい。

NEXT ボタ ン

NEXT ボタ ン ：  DVS 204 の各種調整と 設定のサブ メ ニューを選択し ます。 詳細は、
本章の 「 メ ニ ュー、 設定、 および調整」 を参照し て く だ さい。

LCD メ ニューの表示と操作

LCD ：  設定 メ ニ ュー と現在の状態を表示し ます。 詳細は、 本章の 「 メ ニ ュー、 設定、
および調整」 を参照し て く だ さい。

ADJUST つまみ ：  こ のつまみを回し て、 メ ニュ ーのオプショ ンや調整を選択し ます。

ADJUST つまみ ：  このつまみを回し て、 メ ニ ューのオプシ ョ ンや調整を選択し ます。

赤外線受光部 ：  このセンサーは、 IR-901 リ モー ト コ ン ト ロールユニ ッ ト から赤外線 (IR)
信号を受信し ます。 詳細は、 本章の 「 IR 901 赤外線リ モート コ ント ロ ールユニッ ト 」 を
参照し てく ださ い。

DVD 環境でのシステムの最適化

DVS 204 を  DVD 環境で使用する場合、 最善のパフ ォーマン ス を発揮させる ために以下の手順
に従って DVS 204 を設定し ます。

DVD ソースの設定

映像ソース と し て DVD を使用する場合、 最良の結果を得る ために DVD プレーヤー自体の
アスペク ト レシオを  4 ： 3 ではな く  16 ： 9  に設定する こ と をお勧めし ます。 すべての DVD が
デフ ォル ト と し て 16 ： 9 に設定されている ため、 他の値に設定する と プレーヤー自体が信号を
ス ケー リ ング し圧縮し て し まいます。 DVD プレーヤーでこ のス ケーリ ングと 圧縮が行われる と 、
DVS 204 が持つ 3 ： 2 プルダウ ン検出機能の利点が失われて し まいます。

アスペク ト レシオを修正するサイ ジングの調整は、 DVS 204 を使用し て行って く ださ い。

DVD プレーヤーの出力アスペク ト レシオを変更するには ：

1. DVD デ ィ ス ク が停止し ている と きに、 DVD プレーヤーのセ ッ ト ア ッ プまたはア ク シ ョ ン
メ ニューを表示し ます。

2. 16:9  アスペク ト レシオを選択し ます。
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メ ニュー、 設定、 および調整

スケーラーの設定と調整は、 Windows 版コ ン ト ロールプロ グ ラ ム ( 第 3 章を参照 ) を使用する
か、 またはフ ロ ン ト パネルにあ るボ タ ン と つまみを使用し て行えます ( メ ニューや調整値は 
LCD 画面に表示されます )。 こ れら のメ ニュ ーは、 主にス ケーラ ーを初めて設定する と き に使用
し ま す。

フ ロン ト パネルにあるボタ ンを使用し て、 各調整や設定メ ニューを選択する

MENU ボタ ン ：  このボタ ンを押し て、 メ ニ ューシステムを表示し ます。 6 つの メ イ ン メ ニュー
があ り 、 このボタ ンを使用し て これら を ス ク ロールし ます。

NEXT ボタ ン ：  このボタ ンを押し て、 選択し た メ イ ン メ ニューのサブ メ ニ ューを表示し ます。
入力の設定中に NEXT ボタ ンを押すと 、 現在の入力番号と フ ォーマ ッ ト の種類が LCD 
画面に表示されます。

ADJUST と つまみ ：  設定モード で ADJUST または つまみを回し てサブメ ニュ ー
オプショ ンをスク ロ ールし 、 設定する調整を選択し ます。 つまみの調整については、
本章内にあ る各フ ローチャー ト および各調整の項目を参照し て く だ さい。

画質調整ボタ ン ： COL/TNT ( カ ラー / テ ィ ン ト － 色相 )、 BRT/CONT ( ブ ラ イ ト ネス / 
コ ン ト ラス ト )、 SIZE ( サイジング ) および CENTER ( セン タ リ ング ) ：  
こ れら のボタ ンを押すと 、 それに対応する画質調整 メ ニ ューが LCD 画面に表示されます。
ADJUST または つまみを回し て調整し ます。 設定や調整し た値は不揮発メ モリ ー
に保存さ れま す。

メ ニューについて

調整作業が行われていない場合は、 デフ ォル ト の メ ニューが LCD 画面に表示されます。
メ ニューは、 先ずス ケーラーのモデル番号 ( DVS 204  または DVS 204 D ) を表示し、 次に選択
されている入力番号 と 映像フ ォーマ ッ ト を示し、 再びモデル番号に戻るサイ クルを繰 り 返し て
表示し ます。 以下の図に、 こ の表示サイ クルを示し ます。

デフォルトメニュー

メニューまたはサブメニューで何も操作しない時間が約 10 秒間続いた場合、 DVS 204 は現時点でのすべて

の調整設定を保存し、 デフォルトメニューに戻ります。

次ページに メ イ ン メ ニ ューのフ ローチャー ト を示し ます。 メ ニューを ス ク ロールするには、
MENU ボタ ンを使用し ます。

現在選択されている入力コネクターに信号が来ていない場合は、 LCD 画面に NO SIGNAL ( 信号なし ) と

表示されます。

EXTRON
DVS204D

INPUT 1
CMPOSITE

852 x
480  @60 .

NO
SIGNAL

* NOTE
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設置と操作について
メインメニュー

デフォルトの画面に戻るには、 何も操作しないで 10 秒間ほど待つか、 または EXIT MENU ( 終了メニュー )

メニューが表示されるまで MENU ボタンを押してから NEXT ボタンを押します。

NEXT ボタンを押すと、 選択したメインメニューのサブメニューが表示されます。 サブメニューが表示されている

間に MENU ボタンを押すと、 次のメインメニューが表示されます。 例えば、 INPUT CONFIG （入力の設定）

メニュー、 またはそのサブメニューから OUT CONFIG ( 出力の設定 ) のメインメニューに変わります。

INPUT
CONFIG

MENU

MENU

OUTPUT
CONFIG

MENU

BLANKING
CONFIG

MENU

MEMORY
PRESET

MENU

ADVANCED
CONFIG

MENUNEXT

MENU

EXIT
MENU

EXTRON
DVS204D

.

INPUT 1
CMPOSITE

852 x
480  @60
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入力の設定

次の図は、 INPUT CONFIG ( 入力の設定 ) サブ メ ニューと 各設定オプシ ョ ンのフ ローチャー ト
です。

入力 1 と 3 は、 入力できる映像信号の種類が制限されています。 入力 1 はコンポジットビデオ信号専用、

また入力 3 は S- ビデオ信号専用です。 入力 2 と 4 は、 映像信号の種類を選択できます。 INPUT 

CONFIG ( 入力の設定 ) メインメニューで NEXT ボタンを押し、 入力 2 と 4 の入力映像の種類を設定する

サブメニューを表示します。 SDI 入力信号は、 INPUT CONFIG ( 入力の設定 ) のサブメニューから割り当て

られます。

入力 2 映像の種類

入力 2 のサブ メ ニューが表示されている間に ADJUST または つまみを回し て、 入力 2 
に入力する映像フ ォーマ ッ ト ( コ ンポジ ッ ト ビデオ信号、 S- ビデオ信号、 コ ンポーネン ト
ビデオ信号 ) を選択し ます。 デフ ォル ト はコ ンポーネン ト ビデオ信号です。

入力 4 映像の種類

入力 4 のサブ メ ニューが表示されている間に ADJUST または つまみを回し て、 入力 4 
に入力する映像フ ォーマ ッ ト (RGB パス スルー信号、 RGBS 信号、 RGBcvS 信号 ) を選択
し ます。 デフ ォル ト は RGB パス スルー信号です。

SDI 入力 (SDI IN)

SDI IN サブ メ ニューが表示されている間に ADJUST または を回し て、 SDI  信号を入力
する入力番号を選択し ます。 SDI 入力には入力 1、 2、 3、 4 を割り当てられますが、 どの入力にも
割り当てない選択 (*) もできます。 デフォルトは 「*」 ( 何も割り当てない ) です。

SDI 入力を新しい入力に割り当てた、 またはどの入力にも割り当てないと新たに設定したした場合、 その

入力の映像信号の種類は SDI 入力設定される直前まで設定されていた映像信号種類に戻ります。
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設置と操作について
出力の設定

次の図は、 OUTPUT CONFIG ( 出力の設定 ) メ ニ ューのフ ローチャー ト です。
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解像度と リ フ レ ッ シュ レー ト

こ のサブ メ ニューが表示されている間に ADJUST  つまみを回し て、 使用する出力解像度 と
リ フ レ ッ シュ レー ト ( 垂直解像度 ) の組み合わせを選択し ます。

こ のサブ メ ニューが表示されている間に ADJUST つまみを回し て、 使用する リ フ レ ッ シュ
レー ト を選択し ます。 @60L ( ロ ッ ク ) リ フ レ ッ シュ レー ト を選択する と 、 Extron の特許技術で
あ る  Accu-RATE Frame LockTM (AFLTM) 機能が有効にな り ます。 この Accu-RATE Frame Lock 機能
は、 フ レーム レー ト の変換を避け る こ と で画像処理時に発生する出力映像の乱れを軽減し ます。
AFL は、 DVS 204 スケーラーの出力レー ト を入力信号のフ レームレー ト と 完全に一致させます。
こ の機能は、 いろいろな リ フ レ ッ シ ュ レー ト に対応するデ ィ スプレ イで出力映像の ソース を使
用する場合に選択し ます。

* レー ト は入力に続いて自動的に選択されます。 ** NTSC のみで 100 Hz レー ト ではあ り ません。

デフ ォル ト の解像度 と リ フ レ ッ シ ュ レー ト は 1024 x 768 @60Hz です。

出力信号 ( SIGNAL サブ メ ニュー )

ADJUST または つまみを使用し て、 デ ィ スプレ イに対応する出力映像フ ォーマ ッ ト
(RGB - デフ ォル ト 、 YUV または RGsB ) を選択し ます。

同期信号の極性 ( H SYNC V サブ メ ニュー )

デ ィ スプレ イ またはプロ ジェ ク ターのなかには、 特定な組み合わせの水平 ( H ) と垂直 ( V )
同期信号の極性を必要と する場合があ り ます。 ADJUST または つまみを回し て、 正しい
POS ( 正 ) または NEG ( 負 ) の HV 同期信号極性の組み合わせを選択し ます。

前回の出力信号が RGsB または YUV に設定されていた場合、 このサブメニューは表示されません

( このメニューは RGBHV に対してのみ有効なためです )。

利用可能なスケーラー出力解像度と レー ト

解像度 50 Hz 56 Hz 60 Hz 75 Hz Lock@60* True 72/100*
640 x 480 X X X X X
800 x 600 X X X X X
848 x 480 X X X X X
852 x 480 X X X X X

 1024 x 768 X X X X
 1280 x 768 X X X

   1280 x 1024 X X X X **
 1360 x 765 X X X X X

   1365 x 1024 X X X X **
480p       HDTV @ 60 Hz のみ X X

720p       HDTV @ 60 Hz のみ X X

1080p      HDTV @ 60 Hz のみ X X

1080i       HDTV @ 60 Hz のみ X X
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設置と操作について
H フ ォーマ ッ ト ( H FORMAT サブ メ ニュー )

RGBS パス スルー入力 ( 入力 4 に RGB 信号が選択されています ) では、 「H」 BNC コネ ク ターに
コ ンポジ ッ ト 同期信号が出力されます。 本章の 「 リ アパネルの機能」 の 「RGB パス スルー」 を
参照し て く だ さい。

コンポジット同期信号を 「H」 BNC コネクター ( パススルーではなく、 スケーリング済み映像入力のみ )
で出力するには、 H FORMAT(H フォーマット ) サブメニューで 「HV」 を指定します。

ADJUST または つまみを回し て、 H ま たは HV を選択し ま す。 デフォ ルト は「 H 」 です。

ブ ラ ンキングの設定

以下の図は、 BLANKING CONFIG ( ブラ ンキングの設定 ) サブ メ ニューと 各設定のオプシ ョ ン
を示すフ ローチャー ト です。

上部と下部のブ ラ ンキング

画面の上下に表示される ノ イ ズやキ ャプシ ョ ンなどの不必要な部分を削除するには、 画面の
上部または下部にあ る走査線を消去し ます。 ADJUST  つまみを回し て、 上部ブラ ンキング
値を 0 から  127 の範囲に設定し ます。 デフ ォル ト は 0 です。 ADJUST  つまみを回し て、
下部ブラ ンキング値を  0 から  127 の範囲に設定し ます。 デフ ォル ト は 0 です。
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メ モ リ ープ リ セ ッ ト (MEMORY PRESET サブ メ ニュー )

以下の図は、 MEMORY PRESET サブメ ニュ ーと 各設定のオプショ ンを示すフロ ーチャ ート です。

プリセットでは、 サイジングとセンタリング設定値のみが保存されます。 入力 4 の RGB 信号などのパススルー

入力については保存されません。

メ モ リープ リ セ ッ ト の保存

IN ＃ SAVE ( 入力番号 保存 ) サブ メ ニ ューで、 現在選択されている入力のサイ ジング と セン タ
リ ングの設定情報を メ モ リ ーに保存し ます。 1 つの入力に対し て 3 種類のプ リ セ ッ ト を保存
でき ます。

ADJUST または つまみを使用し て、 選択し た入力に適用するプ リ セ ッ ト を  3 つ (N/A、
1、 2 または 3 ) の中から選びます。 選択し た項目は強調記号 (< >) で囲まれます。 デフ ォル ト は 
<N/A> です。 プ リ セ ッ ト を保存するには、 NEXT ボタ ンを押し ます。

サイジングとセンタリングの設定情報を保存したプリセットは不揮発性メモリーに保存されるので、 DVS 204 の

電源をオフにしても消去されることはありません。 NEXT ボタンを押してプリセットを保存した後、 IN ＃ CLR

( 入力番号 消去 ) サブメニューに進みます。

メ モ リープ リ セ ッ ト の消去

IN ＃ CLR ( 入力番号 消去 ) サブ メ ニ ューで、 現在選択されている入力に対し て保存されて
いる  3 種類のプ リ セ ッ ト を メ モ リ ーから消去し ます。

ADJUST または つまみを使用し て、 選択し た入力に適用するプ リ セ ッ ト を  3 種類
(N/A、 1、 2 または 3 ) の中から選びます。 選択し た項目は強調記号 (< >) で囲まれます。
デフ ォル ト は <N/A> です。 プ リ セ ッ ト を消去するには、 NEXT ボタ ンを押し ます。

 NEXT ボタンを押してプリセットを消去すると、 MEMORY PRESET ( メモリープリセット ) メニューに戻ります。
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設置と操作について
プ リ セ ッ ト の呼び出し

保存されたプ リ セ ッ ト を呼び出すには、 適用する入力の入力ボタ ンを押し て各保存し たプ リ
セ ッ ト ( 最高 3 種類 ) を有効にする必要があ り ます。 保存し た各プ リ セ ッ ト は、 LCD 画面に
Input #X Memory Y ( 入力番号 X メ モ リ ー Y) と 表示されます。 こ の場合の X は入力番号
(1 から  4 )、 Y はプ リ セ ッ ト 番号 (1  から  3 ) です。

保存されたプ リ セ ッ ト がない場合、 この メ ッ セージは表示されません。

プリセットは、 選択した出力レートに対してのみ有効です。 以前に保存したプリセットは、 出力レートが何回

も変更されると映像出力に対して有効になりません。 しかし、 前回プリセットとして保存した出力レートを再度

保存した場合、 プリセットはその出力レートに対して再び有効になります。

高度な設定

以下の図は、 ADVANCED CONFIG ( 高度な設定 ) サブ メ ニュー と 各設定のオプシ ョ ンを示す
フ ローチャー ト です。

デ ィ テールの設定 ( DETAIL サブ メ ニュー )

DETAIL サブ メ ニ ューで、 出力デ ィ スプレ イの画像デ ィ テール ( シ ャープネス ) を調整し ます。
調整値は 0 から  63 までです。 デフ ォル ト は 16 です。

ADJUST または つまみを回し て、 出力画像を見ながらデ ィ テールを調整し ます。

フ ィ ルタ モー ド ( FILTER サブ メ ニュー )

ADJUST または つまみを回し て、 フ ィ ルタモード のオン またはオフ を設定し ます。
デフ ォル ト は ON です。
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ブルーモー ド ( BULUEMODE サブ メ ニュー )

入力信号のカ ラーと テ ィ ン ト ( 色相 ) を容易に設定するには、 同期 と ブルー映像信号だけが
デ ィ スプレ イに表示される よ う に、 ブルーモード をオンに設定し ます。

BULUEMODE サブ メ ニューで ADJUST または つまみを回し、 ブルーモード のオン
またはオフを設定し ます。 デフ ォル ト は OFF です。

ブルーモードは、 RGB パススルー信号には適用されません。

オー ト スイ ッ チングモー ド ( AUTOSW サブ メ ニュー )

オー ト ス イ ッ チングモード をオンに設定する と 、 入力信号が来ている入力の中から最も高い
番号の入力が自動的に選択されます。 例えば、 入力 1 と  3 の両方で入力信号があ る場合、 入力 
3 が選択されます。

AUTOSW サブ メ ニ ューで ADJUST または つまみを回し、 オー ト ス イ ッチングモード の
オン またはオフ を設定し ます。 デフ ォル ト は OFF です。

オートスイッチングモードは SDI 入力信号の存在を無視するため、 アクティブな SDI 信号が割り当てられてい

る入力は選択されません。

エンハンス ド モー ド ( ENHMODE サブ メ ニュー )

エンハン ス ド モード をオンに設定する と 、 映像入力信号の自動ゲイ ン調整機能が使用可能に
な り ます。 入力信号レベルが弱い場合はゲイ ンが増加し、 入力信号レベルが強い場合はゲイ ン
が減少し ます。

ENHMODE サブ メ ニ ューで ADJUST または つまみを回し、 エンハン ス ド モード のオン
またはオフを設定し ます。 デフ ォル ト は OFF です。

エンハンスドモードは、 S- ビデオ信号とコンポジットビデオ信号に対してのみ有効になります。

2 ： 2 プルダウン検出機能 ( 2 ： 2 PLDN サブ メ ニュー )

こ の機能は、 PAL フ ィ ルムモード を検出し ます。 現在選択し ている入力からの ソースがフ ィ ル
ムから作成された PAL 映像の場合は、 この機能をオンにし ます。 ビデオカ メ ラ などから などの 
PAL 映像の場合は、 この機能をオフにし ます。 デフ ォル ト は OFF です。

映像ソースが NTSC 信号の場合はフィルムモード ( 3 ： 2 プルダウン ) が自動的に検出されるので、

この機能は NTSC 信号に対しては有効になりません。

2 ： 2 PLDN サブメニューで ADJUST または つまみを回し、 PAL フィルムモードのオン

またはオフを設定します。

RGB 信号の遅延 ( RGB DLY サブ メ ニュー )

Triple-Action Switching 機能によ って、 RGB ( 映像 ) 信号が切 り 替え られる前に同期信号が先行
し て切 り 替え られます。 RGB 信号を遅延する こ と で、 新しい映像を表示する前にデ ィ スプレ イ
装置の同期タ イ ミ ングを新しい入力に合わせる こ と ができ ( この間デ ィ スプレ イはブラ ッ ク に
な り ます )。 入力信号切 り 替え時におけ る出力映像の乱れを解消し ます。

ADJUST または つまみを使用し て、 0 秒 ( デフ ォル ト ) から  5 秒までのブラ ンキング
時間 (RGB の遅延時間 ) を設定し ます。 0.5 秒ご と に設定でき ます。
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設置と操作について
EXIT MENU サブ メ ニュー

このサブ メ ニ ューからデフ ォル ト メ ニューサイ クルに戻るには、 NEXT ボタ ンを押し ます。
INPUT CONFIG ( 入力の設定 ) メ ニューに戻るには、 MENU ボタ ンを押し ます。

画質の調整

画質の調整は、 ス ケー リ ング された映像出力に対し てのみ有効です。 RGB 信号は調整されずに
パス スルーで出力されます。サイ ジング と セン タ リ ングの画質調整はプ リ セ ッ ト と し て メ モ リ ー
に保存でき ( 本章の 「 メ モ リ ープ リ セ ッ ト 」 参照 )、 また各入力に対し て も個別に設定でき ます。

カ ラー、 テ ィ ン ト ( 色相 )、 ブ ラ イ ト ネス、 コ ン ト ラス ト 、 セン タ リ ング
およびサイジング

カ ラー、 テ ィ ン ト ( 色相 )、 ブラ イ ト ネス、 コ ン ト ラ ス ト 、 セン タ リ ング またはサイ ジングを
設定するには、 以下の手順を行います。 次の図にカ ラーを調整する手順のフ ローチャー ト を
示し ます。 他の画質調整も、 同じ よ う な手順で行います。

1. 調整する入力の入力選択ボタ ンを押し ます。

2. 各画質調整ボタ ン ( COL/TNT と  BRT/CONT ボタ ン、 CENTER と  SIZE ボタ ン ) を
押し て、 調整する項目を選択し ます。 LCD 画面に画質調整名 と 設定値が表示されます。
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3. ADJUST または つまみを回し て、 以下の設定値から レベルを選択し ます。

ADJUST つまみは、 無段階に回転します。

• カ ラーと テ ィ ン ト ( 色相 ) (Col / Tnt ) ：  0 から  255 ( 以下の 「 メ モ」 を参照して く ださい )

• ブラ イ ト ネス と コ ン ト ラ ス ト ( Brt / Cont ) ：  0 から  255

• セン タ リ ング ( Center ) ：  0 から  255

• サイ ジング ( Size )*

ADJUST つまみを左右に回し て、 水平サイ ズを拡大縮小させます。
ADJUST つまみを左右に回し て、 垂直サイ ズを拡大縮小させます。 サイ ジング値
の上限ま たは下限に達する と 、 LCD 画面に表示さ れる イ ンジケータ ーが止ま り ま す。

約 10 秒後にデフ ォル ト の メ ニューに戻 り ます。

4. 手順 2 と  3 を繰 り 返し て、 その入力に対する各画質調整を行います。

LCD 画面には、 入力 2 ( コンポーネントビデオ信号 ) または入力 4 ( RGB、 RGBS、 RGBcvS 信号 ) に

対してティント ( 色相 ) を調整できない旨のメッセージが表示されます。

入力のリ セ ッ ト

入力ボタ ンを  LCD 画面に Input # Reset ( 入力 # の リ セ ッ ト ) メ ッ セージが表示される まで押し
続ける と 、 その入力のセン タ リ ング と サイ ジング値をデフ ォル ト に リ セ ッ ト でき ます。

システムのリ セ ッ ト

入力 1 ボタ ンを押し ながら電源コード を差し込むと 、 DVS 204 の設定値をすべてデフ ォル ト 値に
リ セ ッ ト でき ます。 System Reset  ( システム リ セ ッ ト ) メ ッ セージが LCD 画面に表示されます。
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設置と操作について
フ ロン ト パネルのセキュ リ テ ィ ロ ッ ク ( Executive モー ド )

Executive モード と は、 入力切替を除 く フ ロ ン ト パネルからの操作が無効にな るモード です。
Executive モード をオンにするには、 COL/TNT と  CENTER ボタ ンを 同時に約 2 秒間押し続け
ます。 約 10 秒後に メ ニ ューシステムはデフ ォル ト メ ニューに戻 り ます。 Executive モード が
有効になっている場合で も、 IR 901 リ モー ト コ ン ト ロールユニ ッ ト からはス ケーラーを操作で
き ます。 また RS-232 経由で もすべての機能と 調整の操作が可能です。 RS-232 接続での操作
方法については、 第 3 章を参照し て く だ さい。

Executive モード をオフにする には、COL/TNT と  CENTER ボタ ンを  同時に約 2 秒間押し 続けま す。

EXTRON
DVS204D

INPUT 1
CMPOSITE

852 x
480  @60

NO
SIGNAL

COL/TNT

.

*

    CENTER

EXE MODE
ENABLED

EXTRON
DVS204D

INPUT 1
CMPOSITE

852 x
480  @60

NO
SIGNAL

COL/TNT

.

*

    CENTER

EXE MODE
DISABLED

NOTE
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IR 901 赤外線リ モー ト コ ン ト ロールユニ ッ ト

IR 901 リ モー ト コ ン ト ロールユニ ッ ト には、 フ ロ ン ト パネルに
あ る  MENU と  NEXT ボ タ ン以外のすべての操作機能が備わって
います。 右の図を参照し て く だ さい。 Executive モード が有効の
場合、 入力の選択と 調整は IR 901 から行えますが、 スケーラー
の設定 と プロ グ ラ ミ ングをする場合はフ ロ ン ト パネルまたは 
Windows 版コ ン ト ロールプロ グ ラ ム (RS-232 経由 ) を使用し て行
います。 詳細は、 第 3 章 『シ リ アル通信』 を参照してく ださ い。

IR 901 の上部には 3 つの Aspect Ratio Preset ( アスペク ト レシオ
プ リ セ ッ ト ) ボタ ン、 その下には Freeze On/Off ( フ リ ーズ ・
オン / オフ ) ボタ ン と  4 つの入力選択ボタ ンがあ り ます。 入力 5 
と  6、 および Take ボ タ ンは機能し ません。 IR 901 の中央には、
SIZE ( サイ ジング ) ボタ ン と 、 CENTER ( セン タ リ ング )
ボタ ンがあ り ます。 下部にあ る  Image Adjustments ( 画質調整 )
部分には、 COLOR ( カ ラー ) と  TINT ( テ ィ ン ト )、 BRIGHT
( ブラ イ ト ネス )、 CONT ( コ ン ト ラ ス ト )、 SHARPNESS
( シ ャープネス )、 DETAIL ( デ ィ テール ) 調整ボタ ンがあ り ます。
SHARPNESS ( シ ャープネス ) 調整ボタ ンは機能し ません。

Aspect Ratio Preset ( アスペク ト レシオプ リ セ ッ ト )
ボタ ン

3 つまでのサイ ジング と セン タ リ ングの設定情報が保存されて
いる メ モ リ ープ リ セ ッ ト を選択するボタ ンです。 詳細は、 本章
の 「 メ モ リ ープ リ セ ッ ト 」 を参照し て く だ さい。

Freeze On/Off ( フ リ ーズ ・ オン / オフ ) ボタ ン

入力を フ リ ーズするボ タ ンです。 入力のフ リ ーズを解除するには、 再び Freeze On/Off ボタ ン
を押し ます。

Input Selection ( 入力の選択 ) ボタ ン

入力ソース を選択するボタ ンで、 1 から  4 までが有効です。

SIZE ( サイジング ) ボタ ン と  CENTER ( セン タ リ ング ) ボタ ン

表示される画像のサイ ジング と セン タ リ ングを調整するボタ ンです。

Image Adjustments ( 画質調整 ) ボタ ン

表示される画像のカ ラーやテ ィ ン ト ( 色相 )、 ブラ イ ト ネス、 コ ン ト ラ ス ト 、 デ ィ テールの設定
値を変更するボタ ンで、 IR 901 の下部にあ り ます。

DVS Remote
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設置と操作について
ト ラブルシューテ ィ ング

こ こ では、 DVS 204 を操作する う えで問題が発生し た場合の解決策について説明し ます。 また、
発生しやすい問題の事例 と その説明も併せて記載し ます。

以下は、 ト ラブルシ ューテ ィ ングの ヒ ン ト です。

1. い く つかの問題は既知の問題 と 類似し ている場合が多分にあ り ますので、 問題の解決を
試みる前にすべての事例を読んで く だ さい。

2. 問題に則った対策を実行し て も問題が解決し ない場合に備えて、 元の状態に戻れる よ う に
し ておいて く だ さい。

3. ト ラ ブルシュ ーティ ングのプロ セス が長く なる 場合に備えて、 メ モと ス ケッ チを取っておく
と 便利です。 こ れら の情報は、 テク ニカルサポート に問い合わせる 場合に役立ちま す。

4. 問題を引き起こ し た、 または問題を複雑にし た コ ンポーネン ト を取 り 外し、 システムを
シンプルな状態に戻し て く だ さい。

5. 同期関連の問題 ：  ポータブルデジ タルプロ ジェ ク ターは、 映像の ソース機器 と 比較的短い
ケーブルで接続する よ う に設計されています。 同期問題は、 長いケーブルを使用し た り 、
終端処理が正し く ない場合に発生す傾向にあ り ます。 Extron の ASTA ( ア ク テ ィ ブ同期
終端アダプター ) などの同期アダプターを使用する と 、 これらの問題が解決する場合が
あ り ます。

6. LCD と  DLP プロ ジェ ク ター、 プラ ズマデ ィ スプレ イ ：  前述の同期関連情報に加え、
プロ ジェ ク ターに付属し ている取扱説明書で ト ラブルシューテ ィ ングの ヒ ン ト や設定、
調整についての説明も よ く 調べて く だ さい。

操作上の問題

い く つかの一般的な操作上の問題と 解決策を以下の表に記載し ます。

問題 原因 解決策

画像が表示されない。 対応し ていない信号が入力
されている。

NTSC 3.58、 NTSC 4.43、 PAL また

は SECAM に対応し ている入力装置

を接続する。

画像がブラ ッ ク のと きに
フ リ ーズモード が設定さ れた。

フ リーズモー ド を無効にする。

スケー リ ングされた出力レー ト
が使用中のデ ィ スプレ イ装置に
対し て高過ぎる。

デ ィ スプレ イがサポー ト し ている
解像度にスケー リ ングされた出力を
変更する。

画像がフ リーズする。 フ リーズモー ド がオンになっ て
いる。

フ リーズモー ド をオフにする。
フ リーズモー ド をオフにし ても画像
がフ リーズし ている場合は、
スケーラーの電源コー ド を一度抜
き、 再び差し込んでみる。

画像が
フ ラ ッ シュする。

スケー リ ングされた出力レー ト
が使用中のデ ィ スプレ イ装置に
対し て高すぎる。

デ ィ スプレ イがサポー ト し ている
解像度に、 スケー リ ングされた出力
を変更する。

画像が緑色である。 出力同期が緑信号に同期されて
いる。

緑の同期をオフにする。

画像がソ フ ト
すぎる。

デ ィ テールレベルが弱すぎる。 デ ィ テールレベルを変更する。
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DVS 204

シ リ アル通信

RS-232 経由によるスケーラーの操作

Windows 版コ ン ト ロールソ フ ト ウ ェ ア



シ リ アル通信
DVS 204 は、 リ アパネルにあ る リ モー ト 接続用コネ ク ターにホ ス ト コ ン ピ ューターや他の制御
装置 ( コ ン ト ロールシステムなど ) を接続する こ と で、 リ モー ト 上での操作が可能にな り ます。
ホ ス ト 装置では、 CUI プロ グ ラ ムであ る  Extron Simple Instruction Set (SIS ) または GUI 
プロ グ ラ ムであ る  Windows 版コ ン ト ロールプロ グ ラ ムを使用し ます。

通信プロ ト コルは、 「9600 ボー」、 「1 ス ト ッ プビ ッ ト 」、 「パ リ テ ィ な し」、 「フ ローコ ン ト ロール
な し」 です。

リ アパネルにあ る  RS-232 接続用の 9 ピ ン D-Sub メ ス コネ ク ターは、 以下のピン割 り 当てに
なっています。

RS-232 経由によるスケーラーの操作

ホス ト からスケーラーへの通信

SIS コマン ド は、 フ ィ ール ド当た り  1 つまたはそれ以上の文字で構成されています。 コマン ド
の開始または終了時に、 特別な文字を挿入する必要はあ り ません。 スケーラーがコマン ド の有
効性を判断する と 、 コマン ド を実行し てレ スポン ス をホ ス ト に送 り 返し ます。 スケーラーから
ホス ト へのレ スポン スは、 キ ャ リ ッ ジ リ ターン と ラ イ ンフ ィ ード (CR / LF = ) で終了し ます。
このコード を送信する こ と で、 コマン ド の送信が終了した こ と をホス ト に伝達し ます。 文字列は 
1 つまたはそれ以上の文字です。

複数の SIS コマン ド を順次送信でき ます。

スケーラー発行のメ ッ セージ

フ ロ ン ト パネルでの入力選択や調整などのローカルイベン ト が発生する と 、 ス ケーラーから
ホ ス ト 宛に メ ッ セージを送信し ます。 こ の メ ッ セージに対し て、 スケーラーは特にホ ス ト から
のレ スポン ス を必要と し ません。 下線が引かれている部分がスケーラー発行の メ ッ セージです。

ス ケーラーの電源を投入し た と きは、 著作権 メ ッ セージが表示されます。 Vx.xx はフ ァーム
ウ ェ アのバージ ョ ン番号です。

(  は入力番号です。 )

入力が切 り 替え られる と 、 ス ケーラーはこのレ スポン ス を送信し ます。 C は音声と 映像の両方
が切 り 替え られた こ と を意味し ます。

5 1

9 6

–

(C) Copyright 2002, Extron Electronics, DVS 204, Vx.xx

Chn X1 X1
3 - 2 DVS 204 ・ シ リ アル通信



エ ラー メ ッ セージ

スケーラーは受け取った SIS コマン ド が有効であ る と 判断する と そのコマン ド を実行し、ホ ス ト
にレ スポン ス を送 り ます。 無効な コマン ド であった り 、 または不正なパラ メ ータ を含むために
コマン ド を実行でき ない場合は、 ホ ス ト にエラー メ ッ セージを返し ます。

エラー メ ッ セージのコード は、 以下を意味し ます。

E01 ― 無効な入力チャネル番号 ( 大きすぎ る )

E10 ― 無効なコマン ド

E11 ― 無効なプ リ セ ッ ト 番号

E13 ― 無効な値 ( 範囲外 / 大きすぎ る )

E17 ― この信号の種類に対し て不正な コマン ド

コ マン ド / レスポンス表

次ページ以降に、 コマン ド  / レ スポン ス表を記載し ます。 これらは、 有効な コマン ド の ASCII 
コー ド表示、 スケーラーから ホ ス ト へのレ スポン ス、 およびコマン ド 機能の詳細あ るいはコマ
ン ド を実行し た結果についての一覧表です。 コマン ド フ ィ ール ド では、 大文字も小文字も使用
されます。

左の表は ASCII コード の 16 進数表示
で、 コマン ド  / レ スポン ス を解釈する
場合に便利です。

ASCII から 16 進への変換表

•
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シ リ アル通信
コマン ド  / レ スポン ス表では、 以下のシンボルを使用し て変数を示し ます。 各シンボルを
以下に定義し ます。

シンボルの定義

= CR/LF( キャ リ ッ ジ リ ターン / ラ インフ ィ ード )

           (16 進表示では 0D 0A )
= 検出された入力ビデオ信号規格 ( 0 から  4 )

= スペース      0  =  な し      3  =  NTSC 4.43

= エスケープキー      1  =  NTSC 3.58      4  =  SECAM

= 特定の入力番号 ( 0 から  4 )      2  =  PAL

     0 = 入力な し  
     1 = 入力番号 1
     2 = 入力番号 2

      3 = 入力番号 3
      4 = 入力番号 4 など

     ダ ッ シュ記号 ( -) ＝ 適用な し ( 入力が RGB、

YUV またはプログレ ッ シブ YUV に設定されて

いる場合に表示されます ) 

= オンまたはオフ ：  0 ＝ オフ、 1 ＝ オン = デ ィ テールレベル ( 0 から  63 )
= 入力信号の種類 ( 1 から  7) ： = 調整値 ( 0 から  127 )

     1  =  コ ンポジ ッ ト ビデオ = Executive モー ドのオン / オフ ( 0 から 2 )
     2  =  YC      0 = オフ ( 標準モー ド です )

     3  =  YUV      1 = オン ( 画質調整機能がロ ッ ク されます )

     4  =  RGB = ブ ラ ンキング調整値 ( 0 から  127 ラ イ ン )

     5  =  RGBS = 入力設定のプ リ セ ッ ト ( 1 から  3 )
     6  =  RGBcvS = スケーラーのリ フ レ ッ シュ レー ト

       7   =   SD I( シリ アルデジタ ルインターフェ イス )      0   =  50 Hz      

= 入力番号 ( 1 から  4 )      1   =  56 Hz      

= コ ン ト ローラ  フ ァームウ ェ アのバージ ョ ン      2   =  60 Hz

   ( 例 ： X.XX)      3   =  75 Hz

= 画像調整範囲 ( 0 から 255)      4   =  85 Hz

= スケーラーの解像度 ：      5   =  AFL* ( PAL = 50Hz、 NTSC =59.94Hz)

    1  =  640 x 480            8   =  1360 x 765           6   =   実レー ト ( PAL = 100Hz、 NTSC =  72Hz)

    2  =  800 x 600
    3  =  848 x 480    

       9   =  1365 x 1024
     10   =  480p

 ロ ッ クまたは AFL は Accu-RATE Frame 
Lock™ です。

    4  =  852 x 480      11   =  720p
    5  =  1024 x 768      12   =  1080p
    6  =  1280 x 768      13   =  1080i
    7  =  1280 x 1024

X12

EscEsc

X1X1

X2X2 X13

X5X4 X14

X16

X17

X19

X20

X5X5

X5X8

X10

X11
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SIS コマン ドのコマン ド  /  レスポンス表

  コ マン ド ASCII コ マン ド
( ホス ト からスケーラーへ )

レスポンス
( スケーラーからホス ト へ )

説明

入力の選択

映像入力を選択する  ! C  :  特定の入力番号 ( 0 ～ 4 ) 
 :  入力番号 ( 1 ～ 4 )

例 ： 3! C3 映像入力 3 を選択し ます。

メ モ リープ リ セ ッ ト

入力設定のプ リ セ ッ ト を

呼び出す
 . Rpre  ： 入力設定のプ リ セ ッ ト (1 ～ 

3 )

入力設定プ リ セ ッ ト を

保存する
 , Spre 

入力映像の種類 ( 入力 2 と  4 のみ )

映像信号の種類を設定する  *  \  Typ  :  映像の種類 ：

1 = 映像、 2 = S- ビデオ

3 = YUV、 4 = RGB、

5 = RGBS、

6 = RGBcvS および SDI
 :  入力番号 ( 1 ～ 4  )

入力  ( 入力 2 と  4 のみ ) を

選択し、 それに対して映像の種類 
 を割 り 当てます。 SDI 入力では、

SDI 入力が入力  に割り 当てられ

ている場合に  を   ( 0、 1、 2、

3、 または 4 ) で代用し ます。 0 は 
SDI 入力がないこ と を意味し ます。

例 ： 2*3 \ 2Typ3 入力 2  に対し て 3 (YUV) を設定し

ます。

映像信号の種類を表示する  \  Typ 

例 ： 2 \ 2Typ3 入力 2 の映像の種類 は 3 です。

カ ラー

カ ラーを設定する C Col ： カ ラー調整値 ( 0 ～ 255 )

例 ： 47C Col047 カ ラー調整値 を 47 に設定し ます。

カ ラー値を増加する +C Col 1 ステ ッ プずつ色を濃 く し ます。

カ ラー値を減少する +C Col 1 ステ ッ プずつ色を薄 く し ます。

カ ラー値を表示する C Col 

X5 X5 X1

X5

X19 X19 X19

X19 X19

X5 X4 X5 X4 X4

X5

X5

X4

X1

X5 X1

X5 X5 X4

X10 X10 X10

X10

X10

X10
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シ リ アル通信
  コマン ド ASCII コマン ド
( ホス ト からスケーラーへ )

レスポンス
( スケーラーからホス ト へ )

説明

テ ィ ン ト ( 色相 )

テ ィ ン ト を設定する T Tin ： テ ィ ン ト 調整値 ( 0 ～ 255) 

例 ： 176T Tin176 ティ ント 調整値を  176 に設定し ます。

テ ィ ン ト 値を増加する +T Tin 1 ステ ッ プずつ緑っぽ く し ます。

テ ィ ン ト 値を減少する -T Tin 1 ステ ッ プずつ赤っぽ く し ます。

テ ィ ン ト 値を表示する T Tin 

コ ン ト ラス ト

コ ン ト ラス ト を設定する  ^ Con  ：  コント ラ スト 調整値 ( 0 ～ 255 )

コ ン ト ラス ト 値を増加する +^ Con 1 ステップずつコン ト ラス ト を上げます。

コ ン ト ラス ト 値を減少する -^ Con 1 ステップずつコン ト ラス ト を下げます。

コ ン ト ラス ト 値を表示する ^ Con 

ブ ラ イ ト ネス

ブ ラ イ ト ネスを設定する Y Brt  ：  ブラ イ ト ネス調整値 ( 0 ～ 255 )

ブ ラ イ ト ネス値を増加する +Y Brt 1 ステップずつブライ トネスを上げます。

ブ ラ イ ト ネス値を減少する -Y Brt 1 ステップずつブライ トネスを下げます。

ブ ラ イ ト ネス値を表示する Y Brt 

デ ィ テールモー ド

デ ィ テールを設定する D Det ： デ ィ テール調整値 ( 0 ～ 63 )

デ ィ テール値を表示する D Det 

水平のシフ ト

水平シフ ト を設定する H Hph ： 水平シフ ト 調整値 ( 0 ～ 255 )

水平シフ ト 値を増加する +H Hph 映像を右方向にシフ ト し ます。

水平シフ ト 値を減少する -H Hph 映像を左方向にシフ ト し ます。

水平シフ ト 値を表示する H Hph 

SIS コ マン ドのコ マン ド  /  レスポンス表 （続き）

X10 X10 X10

X10

X10

X10

X10 X10 X10

X10

X10

X10

X10 X10 X10

X10

X10

X10

X13 X13 X13

X13

X10 X10 X10

X10

X10

X10
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  コ マン ド ASCII コ マン ド
( ホス ト からスケーラーへ )

レスポンス
( スケーラーからホス ト へ )

説明

垂直のシ フ ト

垂直シフ ト を設定する  / Vph ： 垂直シフ ト 調整値 ( 0 ～ 255 )

垂直シフ ト 値を増加する + / Vph 映像を上方向にシフ ト し ます。

垂直シフ ト 値を減少する - / Vph 映像を下方向にシフ ト し ます。

垂直シフ ト 値を表示する / Vph 

水平のサイズ

水平サイズ値を増加する + : Hsz + 1 ステ ッ プずつ水平サイ ズを大き く

し ます。

水平サイズ値を減少する - : Hsz - 1 ステ ッ プずつ水平サイ ズを小さ く

し ます。

垂直のサイズ

垂直サイズ値を増加する + ; Vsz + 1 ステ ッ プずつ垂直サイ ズを大き く

し ます。

垂直サイズ値を減少する - ; Vsz - 1 ステ ッ プずつ垂直サイ ズを小さ く

し ます。

ト ッ プブ ラ ンキング

ト ッ プブラ ンキングを

設定する

 ( Blt  ：  ト ッ プブラ ンキング調整値

                                      ( 0 ～ 127 )
映像の上部をブラ ンク にするラ イ ン数

を指定し ます。

ト ッ プブラ ンキング値を

増加する

+ ( Blt 上部ブラ ンキング値を  上げます。

ト ッ プブラ ンキング値を

減少する

- ( Blt 上部ブラ ンキング値を  下げます。

ト ッ プブラ ンキング値を

表示する

( Blt 

SIS コマン ドのコマン ド  /  レスポンス表 （続き）

X10 X10 X10

X10

X10

X10

X17 X17 X17

X17 X17

X17 X17

X17
DVS 204 ・ シ リ アル通信 3 - 7



シ リ アル通信
  コマン ド ASCII コマン ド
( ホス ト からスケーラーへ )

レスポンス
( スケーラーからホス ト へ )

説明

ボ ト ムブ ラ ンキング

ボ ト ムブ ラ ンキングを設定

する

 ) Blb  ：  ボト ムブラ ンキング調整値

                                     ( 0 ～ 255 )
映像の下部をブラ ンク にする ラ イ ン

数を指定し ま す。

ボ ト ムブ ラ ンキング値を

増加する

+) Blb 下部ブラ ンキング値を   上げます。

ボ ト ムブ ラ ンキング値を

減少する

- ) Blb 下部ブラ ンキング値を   下げます。

ボ ト ムブ ラ ンキング値を

表示する

) Blb 

スケーラー出力の解像度と リ フ レ ッ シュ レー ト

出力の解像度と

リ フ レ ッ シュ レー ト を

設定する

 *  = Rte  * ： 解像度

            1 = 640x480       7 = 1280x1024
            2 = 800x600       8 = 1360x765
            3 = 848x480       9 = 1365x1024
            4 = 852x480       10 = 480p
            5 = 1024x768     11 = 720p
            6 = 1280x768     12 = 1080p
                                       13 = 1080i

： リ フ レ ッ シュ レー ト

1 = 50Hz   2 = 56Hz   3 = 60Hz
4 = 75Hz    5 = AFL    6 =  実際のレート

解像度と リ フレ ッシュレー ト

を表示する

= Rte  * 

映像の ミ ュー ト

ミ ュー ト する 1 B Vmt  :  ミ ュー ト モード

           1  =  オン、 0  =  オフ

例 ： 1 B Vmt1

ミ ュー ト を解除する 0 B Vmt 

ミ ュー ト のオン / オフ を

表示する

B Vmt 

SIS コ マン ドのコ マン ド  /  レスポンス表 （続き）

X17 X17 X17

X17 X17

X17 X17

X17

X11 X20 X11 X20 X11

X20

X11 X20

X2 X2

X2

X2
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  コ マン ド ASCII コ マン ド
( ホス ト からスケーラーへ )

レスポンス
( スケーラーからホス ト へ )

説明

フ リーズ ( 静止 )

フ リーズモード をオンにする 1 F Frz1 静止像を出力し ます。

フ リーズモード をオフにする 0 F Frz0 動画を出力し ます。

フ リーズモー ドのオン / 
オフ を表示する

F Frz  :  フ リ ーズモード

               1 = オン、 0 = オフ  

例 ： F Frz0

Executive モー ド

Executive モー ド をオフに

する

0X Exe0  ： Executive モード の状態

                                                   ( 0 ～ 2 )
 0 = オフ ( 標準モード中 )

 1 = オン ( 画質調整機能はロ ッ ク中 )

フ ロ ン ト パネルの画像調整ボタ ン

を有効にし ます。

Executive モー ド をオンに

する

1X Exe1 フ ロ ン ト パネルの画像調整ボタ ン

を ロ ッ ク し ます ( 画像調整は、

RS-232 接続のホス ト 装置から しか

でき ません )。

Executive モー ドのオン /
オフ を表示する

X Exe 

例 ： X Exe0

スケーラー情報のリ ク エス ト

フ ァームウ ェ アバージ ョ ン

番号

Q Ver 

製品番号 N N60-442-0_

一般情報 I ( 以下を参照 ) スケーラーの状態を表示し ます。

C Typ Std Pre Sdi 

スケーラーのリ セ ッ ト ( デフ ォル ト 設定に リ セ ッ ト )

画質調整と制御設定を

リ セ ッ ト する
zI ZapI 画質調整を工場出荷時の設定に

リ セ ッ ト し ます。

DVS 204 をすべて リ セ ッ ト

する
zXXX ZapXXX すべての設定や調整値を工場出荷時

の設定に リ セ ッ ト し ます。

SIS コマン ドのコマン ド  /  レスポンス表 （続き）

X2 X2

X15

X15

X8

X1 X4 X12 X19 X1

Esc

Esc
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シ リ アル通信
特別な機能を設定する場合の構文は  *  # です。  は機能番号、  は引数値です。
機能の設定値を表示するには  # を使用し ます。  は機能番号です。 次の表では、  変数
の値は各コマン ドや機能によ って異な る点に注意し て く だ さ い。 これらの値は、 右端欄に記載
されています。

特別な機能を持つ SIS コ マン ドのコ マン ド  /  レスポンス表

  コマン ド ASCII コマン ド
( ホス ト からスケーラーへ )

レスポンス
( スケーラーからホス ト へ )

説明

エンハンス ド モー ド

エンハンス ド モー ド 12*  # Enh 0 = オフ、 1 = オン

例 ： 12*1# Enh1 エンハンスド モード をオンにし ます。

スケーラーの設定

出力信号 6*  # Syn 0 = RGB、 1 = YUV
2 = RGsB ( 同期信号は緑、 SOG )

例 ： 6*0# Syn0 RGB 同期出力

スケーラーの出力極性 7*  # Pol 0 = H-/V- ( デフ ォル ト )、 1 = H-/V+
2 = H+/V-、 3 = H+/V+

例 ： 7*1# Pol1 H -/V+ 同期極性

ブルーモー ド

ブルーモー ド ( ブルー色

信号と同期信号出力のみ )

8*  # Blu 0 =  オフ ( デフ ォル ト )

                ( RGB と同期信号出力 )

1 = オン  ( ブルー色信号と同期信号

                   出力のみ )

例 ： 8*1# Blu1 セ ッ ト ア ッ プ用にブルーモード を

オンにし ます。

オー ト スイ ッ チングモー ド

オー ト スイ ッ チングモー ド 10*  # Aut 0 =  オフ ( デフ ォル ト )、 1 ＝ オン

例 ： 10*1# Aut1 オー ト ス イ ッチングモード をオン

にし ます。

フ ィ ルター

フ ィ ルター 11*  # Fil 0 =  オフ ( デフ ォル ト )、 1 ＝ オン

例 ： 11*1# Fil1 フ ィ ルター機能を有効にし ます。

PAL フ ィ ルムモー ド (2 ： 2 プルダウン検出 )

PAL フ ィ ルムモー ドの検出 18*  # Flm 0 =  オフ ( デフ ォル ト )、 1 ＝ オン

例 ： 18*1# Flm1 PAL フ ィ ルムモード検出機能を

有効にし ます。

X? X! X? X!

X? X? X?

X! X!

X! X!

X! X!

X! X!

X! X!

X! X!

X! X!
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Windows 版コ ン ト ロールソ フ ト ウ ェ ア

SIS コマン ド を使用し て DVS 204 を操作する以外に、付属の Windows 版 Extron DVS 204 Control 
Program を使用し て も操作でき ます (RS-232 経由 )。 こ のグ ラ フ ィ カルイ ン ターフ ェ イ ス を持つ
コ ン ト ロールプロ グ ラ ムには、 ス ケーラーのフ ロ ン ト パネルから行 う 操作をすべて行え る他、
Windows 版の ソ フ ト ウ ェ アでしか実行でき ないい く つかの機能が備わっています。

こ の ソ フ ト ウ ェ アは、 Windows 95/98 と  Windows NT、 Windows 2000、 XP に対応し ています。
Extron DVS 204 Control Program はスケーラーに同梱されています。 また、 Extron の Web サイ ト  
(http://www.extron.com) から ア ッ プデー ト 版をダウ ン ロー ド でき ます。

ソ フ ト ウ ェ アを イ ンス ト ールする

Extron DVS 204 Control Program は 2 枚の 3.5 イ ンチフ ロ ッ ピーデ ィ ス ク に入っています。 こ の
ソ フ ト ウ ェ アを イ ン ス ト ールするには、ホ ス ト コ ンピ ューターのハードデ ィ ス ク におよそ 2 MB 
の空き容量が必要です。

ハー ドデ ィ ス ク ド ラ イブにソ フ ト ウ ェ アを イ ン ス ト ールするには ：

1. フ ロ ッ ピーデ ィ ス ク から  SETUP.EXE を実行し ます。

2. 画面に表示される指示に従います。

デフ ォル ト では、 イ ン ス ト ール時に C:￥DVS 204 フ ォルダが作成されます。 こ のフ ォルダ内に 
Extron Electronics と い う 名前のフ ォルダが作成されます。 さ らに、 2 つのサブフ ォルダ
(DVS 204 Control Pgm と  DVS 204 Help) が こ のフ ォルダ内に作成されます。

  コ マン ド ASCII コ マン ド
( ホス ト からスケーラーへ )

レスポンス
( スケーラーからホス ト へ )

説明

H フ ォーマ ッ ト ( 「H」 コネク ターに出力される同期信号フ ォーマ ッ ト )

RGBS H フ ォーマ ッ ト 15*  # HFm 0 = H - 水平同期 ( デフ ォル ト )

1 = HV - コ ンポジ ッ ト 同期

例 ： 15*1# HFm1 「H 」 コネ ク ターにコ ンポジ ッ ト 同

期信号を出力し ます。 この機能の

詳細については、 第 2 章の

「H フ ォーマ ッ ト 」 と 「RGB バス

スルー」 を参照し て く ださい。

RGB 信号の遅延時間

RGB 信号の遅延 3*  # RGB 0 = 0.0 秒 ( デフ ォル ト )、 1 = 0.5 秒、

2 = 1.0 秒
1 ステ ッ プは 0.5 秒で、 最高 5.0 秒
です。

例 ： 3#7# RGB07 RGB 信号の遅延時間は 3.5 秒です。

特別な機能を持つ SIS コマン ドのコマン ド  /  レスポンス表 （続き）

X! X!

X! X!
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シ リ アル通信
コ ン ト ロールプログラムを使用する

Extron DVS 204 Control Program を使用し て操作でき る機能のほ と んどは、 フ ロ ン ト パネルの
ボタ ン と  LCD メ ニューを使用し て も行 う こ と ができ ます。 詳細については、 第 2 章を参照し て
く だ さい。 また、 こ のアプ リ ケーシ ョ ンの使用方法などについての情報を提供する  DVS 204 
Help Program も付属し ています。 Extron DVS 204 Control Program には、 こ のプロ グ ラ ムだけの
オプシ ョ ン機能も含まれています。 これらの機能については、 本章の中で説明されています。

1. コ ン ト ロールプロ グ ラ ムを起動するには、 Extron Electronics フ ォルダ内にあ る  DVS 204 
Control Pgm ア イ コ ンをダブルク リ ッ ク し ます。 Comm メ ニューが表示されます。

2. DVS 204 の RS-232 ポー ト に接続し ている ホ ス ト コ ンピ ューターの COM ポー ト を ク リ ッ ク
し ます。 Extron DVS 204 Control Program ウ イ ン ド ウが表示されます。

3. I/O Config ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 I/O Configuration ダ イ ア ロ グボ ッ ク スで入力を設定
し ます。
3 - 12 DVS 204 ・ シ リ アル通信



ヘルプを使用する

ヘルプを起動するには、 キーボード の F1 キーを押す、 Extron DVS 204 Control 
Program ウ イ ン ド ウの Help メ ニ ューを ク リ ッ クする、 または Extron Electronics 
フ ォルダ内にあ る  DVS 204 Help ア イ コ ンをダブルク リ ッ ク し ます。

ヘルプ画面で、 ヘルプが必要な機能項目のタブを ク リ ッ ク し ます。 マウ スや Tab キー、 Enter 
キーを使用し て、 ヘルプが必要なボ タ ン と 機能を選択し ます。 そのボタ ンや機能に関する説明
や ヒ ン ト が画面に表示されます。
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シ リ アル通信
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DVS 204

付録

仕様

製品番号と アクセサリ

フ ァームウ ェ アのア ッ プグレー ド

シ リ アルデジ タルイ ン ターフ ェ イス (SDI) カー ドの取り付け



付録
仕様

映像入力

数 / 信号の種類 ..................... 1 /  (RGBHV、 RGBS、 RGsB) パス スルー、 RGBS、 RGBcvS 信号

1 / コ ンポジ ッ ト ビデオ信号、 S- ビデオ信号、 コ ンポーネン ト ビデオ信号

(Y、 R-Y、 B-Y)

1 / S- ビデオ信号、 1 / SDI ( オプシ ョ ン、 DVS 204D のみ )

1/ コ ンポジ ッ ト ビデオ信号

コネク ター ............................ 1 x ミ ニ D-sub 15 ピン ( メ ス )....RGB パス スルー、 RGBS、 RGBcvS 信号

3 x BNC メ ス ............................... コ ンポーネン ト ビデオ、 S- ビデオ、

                                                            コ ンポジ ッ ト ビデオ信号

1 x BNC メ ス ................................SDI  ( DVS 204D と  DVS 204D 12V のみ )
1 x 4 ピン ミ ニ DIN メ ス ................S- ビデオ信号

1 x BNC メ ス .................................. コ ンポジ ッ ト ビデオ信号

公称レベル ............................ コ ンポーネン ト ビデオ信号、 S- ビデオの Y 信号およびコ ンポジ ッ ト
ビデオ信号 ：  1V p-p
コ ンポーネン ト ビデオ信号の RGB、 R-Y および B-Y 信号 ：  0.7V p-p
S- ビデオの C 信号 ：  0.3V p-p

最小 / 最大レベル .................. アナロ グ ： 0.0V ～ 1.0V p-p ( オフセ ッ ト な し )

イ ンピーダンス ..................... 75 オーム

水平周波数 ............................ NTSC 3.58、 NTSC 4.43、 PAL、 SECAM
垂直周波数 ............................ NTSC 3.58、 NTSC 4.43、 PAL、 SECAM
解像度範囲 ............................ NTSC 3.58、 NTSC 4.43、 PAL、 SECAM
リ ターンロス ........................ ＜ -30dB @ 5 MHz
最大 DC オフセ ッ ト .............. 1.5V

映像処理

デコーダー ............................ 9 ビ ッ ト デジ タル

デジ タルサンプ リ ング .......... 24 ビ ッ ト 、 1 カ ラー当た り  8 ビ ッ ト 、 13.5 MHz 標準

カ ラー数 ............................... 1,678 万色

映像出力

数 / 信号の種類 ..................... 1 / パス スルーされた RGBHV、 RGBS、 RGsB 信号、 またはスケー リ ング
済みコ ンポーネン ト ビデオ信号 (Y、 R-Y、 B-Y)

コネク ター ............................ 6 X 5 BNC ( メ ス )、 1 X ミ ニ D-sub 15 ピン ( メ ス )

公称レベル ............................ コ ンポーネン ト ビデオの Y 信号 ：  1V p-p
RGB と  R-Y、 コ ンポーネン ト ビデオの B-Y 信号 ： 0.7V p-p

最小 / 最大レベル .................. 0.0V ～ 0.7V p-p
イ ンピーダンス ..................... 75 オーム

スケー リ ング済み解像度 ...... 640x4801,3,4,5,6、 800x6001,3,4,5,6、 848x4801,3,4,5,6、 852x4801,3,4,5,6

1024x7681,3,4,5,6、 1280x7682,3,5,6、 1280x10241,34,5、 1360x7651,3,4,5,6、

1365x10241,3,4,5、 HDTV 480p3,5、 720p3,5、 1080p3,5、 1080i3,5 
1 = 50 Hz 時     2 = 56 Hz 時     3 = 60 Hz 時     4 = 75 Hz 時
5 = 現在の入力の垂直 リ フ レ ッ シ ュ レー ト にロ ッ ク   6 = 実際のレー ト
A - 2 DVS 204 ・ 付録



同期

入力の種類 ............................ (RGBHV、 RGBS、 RGsB ) パス スルー、 RGBS、 RGBcvS 信号

出力の種類 ............................ RGBHV、 RGBS、 RGsB 信号

規格 ....................................... NTSC 3.58、 NTSC 4.43、 PAL、 SECAM
入力レベル ............................ 0.0V から  1.0V p-p
出力レベル ............................ TTL ： 5.0V p-p ( 未終端処理 )

入力イ ンピーダンス ............. 75 オーム

出力イ ンピーダンス ............. 75 オーム

最大入力電圧 ........................ 5.0V p-p
最大伝送遅延 ........................ 20 nS
極性 ....................................... 正または負 ( 選択可能 )

コ ン ト ロール / リ モー ト  － デコーダー / スケーラー

シ リ アルポー ト ..................... RS-232、 D-Sub 9 ピン コネ ク ター ( メ ス )

ボーレー ト と プロ ト コル ...... 8 ビ ッ ト 、 1 ス ト ッ プビ ッ ト 、 パ リ テ ィ な し

シ リ アルコネク ターのピン
構成 .......................................

1 = 入力 1 選択
2 =  TX
3 =  RX
4 = 入力 2 選択 
5 = 接地
6 = 入力 3 選択
7 = 入力 4 選択
8 = 適用な し
9 = 外部 IR センサー入力

接点制御 ............................... D-Sub 9 ピン コネ ク ター ( メ ス ) ( RS-232 と 同じ )

接点制御ピンの設定 ............. 上記のピン 1、 4、 6、 7 を参照

IR コ ン ト ローラーユニ ッ ト .. Extron IR 901 ( オプシ ョ ン )

プログラム制御 ..................... Extron Electronic の Windows® 版 コ ン ト ロールプロ グ ラ ム

一般仕様

電源

DVS 204、 DVS 204D........ 100VAC ～ 240VAC、50/60 Hz、30 W 電源内蔵、AC 入力電圧自動切 り 替え

DVS 204 / 204D 12 V DC.... 100VAC ～ 240VAC、 50/60 Hz、 12V DC 36 W 外付け電源、 AC 入力電圧
自動切 り 替え
電源容量は 3 A 必要 ( 製品の消費電流は 2 A )

温度 / 湿度

すべてのモデル ..................... 保管時 ： -40°～   +70°C   (-40°～   +158°F        )  / 10% ～ 90% ( 非結露 )

DVS 204 / DVS 204D............. 動作時 ： 0°～   +45°C   (+32°～   +113°F         ) / 10% ～ 90% ( 非結露 )

DVS 204 / 204D 12VDC......... 動作時 ： 0°～     +50°C   (+32°～   +122°F         ) / 10% ～ 90% ( 非結露 )

ラ ッ ク マウン ト ..................... オプシ ョ ンのラ ッ ク マウ ン ト キ ッ ト ( 製品番号 60-190-01)

ケースの材質 ........................ 金属

ケースの寸法 ........................ 幅 222mm x 高さ  44mm x 奥行 241mm (EIA 規格ラ ッ ク マウ ン ト  1 U ハーフ

サイ ズ。 奥行きの寸法にはコネ ク ター と つまみの部分、 幅の寸法には
突起部が含まれていません。 )

重量 ....................................... 1.5 kg
梱包済み重量 ........................ 2.7 kg
振動 ....................................... カー ト ン梱包状態で ISTA/NSTA 1A (International Safe Transit Association )
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付録
製品番号と アクセサリ

同梱製品

以下の製品 と ア ク セサ リ が DVS 204 ス ケーラーの梱包に入っています。

アクセサリ

以下の製品は別途注文でき ます。

規格....................................... UL、 CUL
準拠 ....................................... CE、 FCC ク ラ ス  B
MTBF..................................... 30,000 時間

保証 ....................................... 3 年間

すべての公称レベルは、 ± 10% の誤差を含みます。

製品改良のため、 外観および仕様を予告なしに変更する場合があります。

同梱製品                  製品番号

DVS 204、 204 D、 204 12V、 204 D 12V (1) 60-442-01、 - 02、 - 11、 - 12

ゴム製脚パッ ド ( 自己粘着式 )(4 個 ) 25-020- 02

IEC 規格電源コー ド

Tweeker ( 小さ い ド ラ イバー )

DVS 204 取扱説明書

DVS 406 Windows 版コ ン ト ロールプロ グ ラ ム

ア クセサリ                   製品番号

IR 901 リ モー ト コ ン ト ロールユニ ッ ト 70-152-01

ラ ッ ク マウ ン ト 取 り 付けキ ッ ト 60-190-01

SDI ビデオ対応入力カード 70-168-01
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フ ァームウ ェ アのア ッ プグレー ド

DVS 204 のフ ァーム ウ ェ アは、 必要に応じ て最新のバージ ョ ンにア ッ プデー ト する必要があ り
ます。 ス ケーラ ーのサービス やアッ プデート 作業は、 直接弊社に依頼さ れる こ と をお勧めし ます。

ファームウェア IC チップの交換は、 必ず認定サービス担当者が行うようにしてください。 DVS 204 に搭載され
ている他のファームウェアチップのアップデートは、 フィールドでは行えません。 これらをアップデートする場合は、
弊社にご依頼ください。

フ ァーム ウ ェ アチ ッ プを交換するには、 以下の手順を行います。

1. AC または 12VDC 電源コー ド を DVS 204 の本体から抜き ます。

感電事故を防ぐため、 スケーラーのケースを取り外す前に必ず DVS 204 本体から AC または DC 電源
コードを抜いてください。

2. DVS 204 を ラ ッ ク などから取 り 外し ます。

3. カバーを固定し ているネジを取 り 外し、 スケーラーのカバー ( 本体の上半分 ) を真上に
持ち上げて取 り 外し ます。

スケーラーの内部にあるスイッチや電子部品には手を触れないでください。 身体に帯電した静電気の放電
(ESD) は、 自覚がない場合でもスケーラー内の IC や半導体類を破壊する場合があります。 ファームウェアを
アップデートする前に必ず体を接地し、 帯電している静電気を逃がしてください。 スケーラーのカバーを外す
場合は、 静電破壊を防ぐために帯電防止リストストラップの装着をお勧めします。

COMPOSITE

1

DVS 204

DIGITAL VIDEO SCALER

YUV

2

S-VIDEO

3

RGB

4

BRT/CONT

COL/TNT

SIZE

CENTER
MENU

NEXT

ADJUST

IR
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4. 交換する フ ァーム ウ ェ ア IC チッ プの回路基板上の搭載場所を確認し ます。 以下の写真を
参照し て く だ さい。

3 個のフ ァームウ ェ ア IC チ ッ プの搭載場所

5. 腕に帯電防止 リ ス ト ス ト ラ ッ プなど を装着し て体を電気的に接地
し てから、 U17 または U38 のチ ッ プを指で強 く 掴んで ソ ケ ッ ト
から引き抜き ます。 次ぎに手順 8 に進みます。

U41 チ ッ プを取 り 外すには、 PLCC IC 取 り 外し ツールを使用し ま
す。 PLCC IC 取 り 外し ツールの爪を  U41 フ ァーム ウ ェ アチ ッ プの
対角の端にあ る ス ロ ッ ト に挿入し ます。

6. 爪を ス ロ ッ ト 内に挿入し、 ツールをゆっ く り と鋏んで IC チ ッ プ
を掴みます。

7. ソ ケ ッ ト からチ ッ プを ま っすぐ上に持ち上げて引き抜き ます。

8. 新しいフ ァーム ウ ェ アチ ッ プのス ロ ッ ト
を IC ソ ケ ッ ト の角度が付いた面に合わせ、
前のチ ッ プの ソ ケ ッ ト の角度 と 同じ向き
に新しいチ ッ プを揃えます。

9. IC チッ プを ソ ケ ッ ト 内にゆっ く り と押し
込みます。

10. 上部カバーを元に戻し ます。 手順 3 で取 り 外し たネジを取 り 付けます。

11. ラ ッ ク マウ ン ト の場合はスケーラーを ラ ッ ク に取 り 付け、 AC または DC 電源コード を
差し込みます。

U41

U17

U38

U41
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シ リ アルデジ タルイ ン ターフ ェ イス (SDI) カー ドの取り付け

DVS 204 にシ リ アルデジ タルイ ン ターフ ェ イ ス入力が装備されていない場合は、 オプシ ョ ンで 
SDI カー ド を取 り 付け られます。 スケーラーのサービ スやア ッ プデー ト 作業は、 弊社に依頼
される こ と をお勧めし ます。

電子部品の交換は、 必ず認定サービス担当者が行うようにしてください。

DVS 204 に SDI カード を取 り 付け るには、 以下の手順を行います。

1. DVS 204 本体から  AC または DC 電源コード を抜き ます。

感電事故を防ぐため、 スケーラーのケースを取り外す前に必ず DVS 204 本体から AC または DC 電源
コードを抜いてください。

2. スケーラーを ラ ッ ク から取 り 外し ます。

3. カバーを固定し ているネジを外し、 カバー ( 本体の上半分 ) を真上に持ち上げて取 り 外し
ます。 上部のカバーを取 り 外すには、 「フ ァーム ウ ェ アをア ッ プグレード する」 を参照し
て く だ さい。

スケーラーの内部にあるスイッチや電子部品には手を触れないでください。 身体に帯電した静電気の放電
( ESD ) は、 自覚がない場合でもスケーラー内の IC や半導体類を破壊する場合があります。 ファームウェア
をアップデートする前に必ず体を接地し、 帯電している静電気を逃がしてください。 スケーラーのカバーを外す
場合は、 静電破壊を防ぐために帯電防止リストストラップの装着をお勧めします。

4. SDI カー ド を支え る支柱の位置を確認し ます。 フ ロ ン ト パネル側から見た場合、 メ イ ン
回路基板の中央後部近 く にあ り ます。

5. スケーラーの リ アパネルの SDI コネ ク ター開口部に貼ってあ る シール状の SDI コネ ク ター
カバーを外し ます。 SDI コ ネ ク ターの開口部に SDI コ ネ ク ターが正しい向きで出る よ う に
SDI カー ド を挿入し ます。
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6. SDI カード の下側には 20 ピン ソ ケ ッ ト が付いています。 また、 SDI カード の下側にな る
メ イ ン基板上にも  20 ピンのオス コネ ク ターがあ り ます。 これらのピン と ソ ケ ッ ト が正し く
合 う よ う に SDI カー ド の位置を微調整し ます。 ピンが曲が らずに正し く コネ ク ター内に挿
入されている こ と を確認し てから、SDI カー ド を ス タ ン ド オフ ( 取 り 付け支柱 ) に立てかけ
て強 く 押し込みます。 これで SDI カー ド基板の穴がス タ ン ド オフのビ ス穴のち ょ う ど
真上にな り ます。

7. SDI カード の穴から取 り 付けネジを通し、 ス タ ン ド オフにネジを締め付けます。
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8. SDI コネ ク ターの六角ナ ッ ト を取 り 付けます。 こ の と きに、 SDI カード がねじれないよ う
に気を付けます。

9. スケーラーの上部カバーを元に戻し、 手順 3 で取 り 外し たネジを取 り 付けます。

10. ラ ッ ク マン ト の場合は、 ス ケーラーを ラ ッ ク に取 り 付けてから  AC 電源コード を差し込み
ます。
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FCC ク ラス A 通告
注意 ： 本製品は FCC 規則パー ト  15 に基づいてテス ト され、 ク ラ ス  A デジタル装置の規格に合格しています。
これらの規格値は、 商用環境で使用し て も実質的な妨害が発生しないよ う に設計されています。 本製品は
電磁波エネルギーを発生し、 また使用し てお り ます。 さ らに、 それを放射する場合も あ り ます。 本製品を
本取扱説明書の指示に従って正し く 取 り 付けていない、 または正し く 使用しない場合は、 電磁波を利用した
通信に妨害を与える可能性があ り ます。 本製品を住宅地で使用する と、 ラ ジオやテレビなどの受信に障害を
与える場合があ り ます。 障害を与えた場合、 その改善作業は自己の費用で行 う 責任があ り ます。

注意 ： 本製品のテス ト では、 シールド ケーブルを使用して周辺機器を接続しています。 従って、 本製品の規格
準拠確認テス ト においては、 必ずシールド ケーブルを使用して く ださい。

Extron Electronics の保証規定

本取扱い説明書および本製品に添付された ラベル等の注意書きに基づ く お客様の正常なご使用の も と で、 保
証期間内に万一故障し た場合には、 無償にて故障箇所を当社所定の方法で修理させていただき ますので、
お買い上げの弊社代理店にお申し出下さい。 また本製品の故障、 またはその使用によ って生じ た直接、 間接
の損害について当社はその責任を負わないもの と し ます。

尚、 次のよ う な場合には、 保証期間内であって も有償修理にな り ますので、 ご了承 く ださ い。

1. お買い上げ後の取 り 付け場所の移動、 輸送、 落下などによ る故障および損傷。

2. 使用上の誤 り 、 他の機器から受けた障害、 または特殊な設置環境および不当な修理や改造
によ る故障および損傷。

3. 火災、 塩害、 ガス害、 地震、 落雷、 および風水害、 その他天災、 地変あ るいは異常電圧な
どの外部要因によ る故障および損傷。
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